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第 4 回控訴審（6/17）には大勢の方に傍聴いただきありがとうございました。裁判の内容は相 

変わらず私達には解りにくい内容ではありましたが、閉廷後に行われた報告・説明会で川口弁護士 

から説明頂いた事により多少なりとも、裁判の流れが理解できたと思います。が、控訴審は難しい… 

そう実感せずにはいられません。今夏は猛暑が予想されていますが、この暑さのなか、加藤映次さん 

ご本人はもとより、弁護団、そして大勢の皆様の支援の元、厳しい控訴審を闘っています。 

第 5 回控訴審が 7 月 14 日（木）10：00～開廷されます。ご多忙の折ご足労おかけしますが、 

加藤映次さんを壁の向こうから奪還するために、皆様の傍聴をよろしくお願いいたします。 

                      会長・伊藤三重男 

                                                                                                                                             

                                                                                          

◎7 月１4 日（木）10：00～第 5 回控訴審開廷 
傍聴をお願いします。控訴審は一審と異なり、内容が解りにくいかと思いますが、 

1 人でも多くの方の傍聴が無罪への道を開く重要な鍵となります。加藤映次さんも傍聴席に支援 

者の顔、知人の顔があると、ホッとするのと同時に勇気づけられると言っています。正しい審理 

がされるよう、今回も満員の傍聴で加藤映次さんの応援お願いします。 

 

◎報告説明会桜華会館・2 階蘭の間にて 11：15 頃～ 
弁護士の先生を中心に控訴審の報告・説明会を開きます。 

（三者協議の都合で開始時間が遅れる場合があります） 
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6 月１7 日（金）第 4 回控訴審・報告説明会の報告 

・名古屋高等裁判所、1 号大法廷、ほぼ満席の傍聴席。たくさんの支援者の方に傍聴いただきました。 

   高裁前で支援者の方がシュピレヒコール！！ 

開 廷 13：20 

・提出書類の確認 

検察から携帯の通信履歴の報告等 

弁護側から書類提出の報告等があり、次回の開廷の予定は三者協議後、追って指定するということで 

短時間（10 分ほど）で閉廷しました。 

閉 廷１3：３０ 

閉廷後、いつもの会場の確保ができなく…暑い中みなさんに移動してもらいました（感謝の汗・涙！） 

名古屋第一法律事務所（川口弁護士の事務所）で報告説明会 

大勢の方に参加していただきました席が用意出きず、長時間たったままの方も…(ノД`)・゜・。 

  
川口弁護士は三者協議のため、報告会が始まるまでの時間を利用し、事務局長から、先日の総会の報告と、 

今後の支援依頼がありました。その後皆さんから質問など活発な意見交流が交わされました。また、冤罪 File 

の今井さんから『冤罪 NOW！』についてお話をしていただきました。国民救援会の竹崎さんからも、日本の 

裁判についてすごく遅れてると、冤罪事件で有罪判決を出した裁判官の話、またマスコミの報道に関して等 

興味深い話が盛りだくさんでした。裁判は正直訳がわかりませんが、報告・説明会は皆さんのおかげで、凄く 

充実しています、時間のある方、傍聴➝報告・説明会に是非ご参加下さい！ 
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15：00 川口弁護士から報告会 

次回の第 5 回控訴審は 7 月 14 日（木）10：00～10：30 と報告がまずありました。 

・次回幕引きはないです！（高裁で何度も裁判が続くのは珍しく、注目されているのは確か） 

・‟あ”メールについて、加藤さんのアリバイ証明のためにすごく重要です。 

・裁判官からはなぜ、そんなに時間がかかるのか？と、この裁判を早く終わらせたいようである… 

・検察から伊勢志摩サミットの影響で回答が遅れていると。 

・あれもやろう、これもやろうと、様々な検証をしているし、今後もやる予定。 

・1 審有罪をくつがえすために、裁判官を説得すべき無罪を示す強い物を探している。 

・1 審の時の矛盾点を含め、控訴趣意書を提出した時に、例えて言うと裁判官に大きな店構えの新規開店 

のすごいレストランが出来たなと思わせて、MENU をドーンと出したが、オードブルだけでなかなかメイ 

ンディッシュが出てこないなぁ？！と思われている、そんな状況です（笑）裁判には一般社会通念が通用 

しないと…。 

・その後たくさんの質疑応答がありました。 

・今日も沢山の支援者の方の傍聴があり、感謝しています。皆さんが傍聴に来てくれるということで、裁判 

官もこの裁判をいい加減にはできないと思っているのは確か。次回は 10：00 の開廷だが、裁判官が公正 

かつ慎重に審理するよう是非とも皆さんの傍聴お願いします！！と、依頼がありました。 

                    

☆6/30 に冤罪松橋事件の再審開始を熊本地裁の溝国裁判長が決定した。素晴らしい英断と思うが、 

無実なのだから、当たり前である。しかし、あろうことか、検察は不服として福岡高裁に即時抗告して 

いるのだ。検察はどうして自分たちの非を認めようとしないのか…31 年前の事件で真犯人を取り逃が 

しているのは、警察・検察です。司法の罪は大きい…これ以上冤罪を作るな！！ 

◎控訴審に向け署名を集めています。 

 ☆7/7（木）現在 累計 2,286 筆 
（1）2/2第１回提出 1,372筆 （2）3/7第２回提出 363筆 

（3）5/9第３回提出 287筆  （4）7/11第 4回提出予定 264筆 

  目標 10,000 筆にまだまだ、全然足りません（今後も随時、提出予定です） 

  引き続き、皆様のご協力をお願いいたします。 

◎守る会の継続・新規の会員手続きをお願いいたします。 

現会員数  60 名(7/7 現在)＜来年 5 月 31 日までに、目標数 100 名＞ 

 

冤罪 鈴鹿殺人事件・加藤映次さんを守る会事務局  

事務局長：藤浪正孝 

🏣🏣496-0862 津島市城山町 1-15 加藤元博気付  電話・FAX；0567-25-4976 

Emaii : yukimotorobin@yahoo.co.jp   ホームページ：enzai.main.jp/  

冤罪ブログ拘置所 NOW！ http://eiji-enzai.blog.jp 
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